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こんにちは、  いよいよ春本番ですね！ 年度の切り替わりの時期ですが、お忙しくされていませんか？ 

世の中はバタバタしている一方で、「春眠暁を覚えず」という言葉もあるように、春の眠気に襲われ体調が

不安定な方もいらっしゃるのではないでしょうか。 こんな時は、旬のものを食べるとよいとされています。 

その理由はいろいろありますが、旬の時期の食べ物には、“その時期に体が欲する効能がある”からといわ

れています。 もしかしたらご近所のスーパーの売り場には、フキノトウ・タラの芽・ウドなどの山菜が並

んでいるかもしれません。 山菜にはたいてい苦味があり、個性的な味がします。 コロナ禍に入ってから

というもの、新型コロナの症状の一つ「味覚、嗅覚がなくなる」という言葉を以前よりメディアなどで耳に

するようになりました。 そのため、今までよりも味覚を意識するようになった方も少なくないことでしょ

う。 さて、その味覚ですが、大きくわけると“甘味”“塩味”“酸味”“苦味”の４つがあります。 最近

では、これに“旨味”も加わり５つを基本とすることも。 春の山菜に多く感じられる苦味は、濃度がそれ

ほど濃くなくても感じ取れるそうですよ。 というのも、苦い物を有毒物質と感じ取る「生体防御反応」が

働いているからです。 小さい頃から山菜が豊富な地域に住んでいて苦味に慣れていたという特殊例もある

かもしれませんが、たいていのお子さんは、山菜をはじめ、コーヒー・ピーマン・ゴーヤーなどは苦手です

よね。 苦味は経験するにつれて慣れてきて、おいしく感じるようになる味なのだそうです。 苦味は「大

人の味」とも言われるゆえんですね。 旬の山菜の苦味には、細胞を活性化させる成分も含まれていますの

で、適度に摂取すれば体も気持ちもシャキッとするかもしれませんよ。 ちなみにワラビやタケノコなどに

は、強い「えぐ味」があります。 苦味と似ているようですが、舌にまとわりつくような、時にはヒリヒリ

するような不快な味ですので、アク抜きはお忘れなく。 新年度で張り切りたい気持ちもありますが、冬眠

状態からの急な無理は禁物です。 エンジンを少しずつあたためるイメージで、自然の恵みをいただきなが

ら体を目覚めさせていきましょうね。                   院長 祁答院 公興 

～あなたの生活に役立つ情報が満載の祁答院歯科クリニックからの医院だよりです～ 



 
  



 
  



 


